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一般的な 情報 

本製品はコーヒー豆を利用したエスプレッソやコーヒーを抽出するのに適し 
ており、スチームやお湯を供給する機能も備えています。 

なお、本製品はご家庭でのご使用の為にデザインされています。業務用製品と 
して連.続使用など、継続的な営業目的での使用には適しておりません。 

この収扱,说叫は、すぐに収り II :せる安个な拟所に傾ヤし必歧なときにお読 
みください。また仙川される个てのガがお読みいただけるようにしてください。 

また、ご不明な点は弊社技術-流通センター （ TEL :050-5525-7025) までご 
連絡ください。 

A 營告げ谢は、以 F に記載した原因による損傷は貴任を負いかねます> 
• 本米の 1 1的に反した仙川による榀丄 
• 修 pi ! が弊朴侣记のサービスセンターで"われなかった ma 
• 繼淞コードを改造された埏 a 
• 本製品のどこか-部でも改边された垛 a 
• 陳心灰作策を h なわなかった坳 fr 。 

• mw _， jf 拒 Mi (+ is 〜 45 て)外の即始で他川、または wr ? された坳 a 
* オリジナルでないスペアパーツや f 賊邰/二を則 II された 4 m 。 

これらの均 fr 、 队证は無効となりますので、あらかじめご r 求ください。 


安全上 のご代立 

ご使用の的に必ずお読みください。 

ここに示す注意事項は、本裂品を安全に正しくお使いいただき、お使いになる人や周囲の方々への危害や 
損害を未然に防ぐためのち®です。 

♦ 本製品のこ使用前に取扱 M 明霤や問梱の印刷物を必ずお抗みくださ叭 
♦取扱説明善は> すぐに取リ出せるところに保管し、必要なときにお较みください， 

• ご不明な点は、弊社の技拓 ■ 淑1センター (TEL : 050-5525-7025) 束でこ運格ください， 


誤つた使い方で生じる危害や損吾の程度を次の表示で区分し、説明していま 


A 菜告 

誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う 
可能性が想定される内容です。 

A 注意 

誤った取扱いをすると、人が障害を負う可能性または物的損害のみの発生が 
想定される内容です。 


絵表示の例 


A 

この記号は「曹告，注意」の内容です。 

A 記号の中や近くに具体的な注意内容が i 己載されています。 

0 

(\)記号は、してはいけない『禁止」の内容です6 

C 

@記号は、必ず実行していただく |_」の内容です4 
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| 警告 


電源は「15 A 125 V 」 と記載 
(刻印）ざれている壁面のコン 
セントから直接ぉ取リください。 

❶ 


タコ足配線をすると火災の原因にな 
リます. 


電源は交流100 V をご使用くだ 
さい。 


❶ 


交流100 V以外の使用は火災の原因 
になリます D 


アース線を確実に取リ付けて 
ください。 


〇 

アース接続をして'いないと、故障や 
漏宙のときに感宙する恐れがありま 
す。 





電源プラグを抜くときは、コー 
ドを持たずにプラグを持って 
引き抜いてくだざい 。 差し込 
む時は檷元までしっかリと差 
し込んでくだざい。 



mm , ショート、発煙、発火の恐れ 
が®リます。 


電源プラグにほこリが付着し 
ている場合は、よく拭き取つ 
てください， 

❶ 


ショート、発煙、発火の恐れがあリ 
ます。 


電源プラグ、コードを無理に 
曲げた*人引っ張ったリ、ね 
じったリ乂はさみ込んだリ、 
たばねたリ、加工したリ、重 
いものをのせたリ、火気の近 
くで使用しないでください。 

0 

コードが破■をして感電 s 火災の原 
因となリます U 


本体、電源プラグ、コードを 
水につけたり、水をかけない 
でくだざい D 



ショートの恐れがあリます。 


電源プラグやコードが痛んだ 
リ' コンセントへの差込みが 
ゆるい時は使用しないでくだ 

さ七\ 

0 


mm , シヨー ト、発火の恐れがあり 
ます。 


使用していないときは電濂プ 
ラグをコンセントから抜いて 
ください， 

€ 


絶栽劣化による感電、漏電火災の原 
因になリます。 


使用中は、熱を帯びる部分に手 
や電気コードを触れさせないで 

くだざい。 

(コーヒー抽出口やスチーム給 
湯ノズル、カップウォーマー等) 

⑧ 


ヤケド、破損の原因となります。 


独自の改造や分解は絶対にし 
ないでください。また製品の 
カバーを 取り外したリ、内蔵の 
パーツに触れないでください。 


感電、ショート、発火の恐れがあリ 
ます^ 


スチーム•給湯ノズルの噴出 
口に手や顔を近づけた y 、 触 
れないでく tc ^ l \ 

ノズルから高温の蒸気や熱湯が噴出 
しますので、ヤケドの原因となりま 
す. 


児の手の届くところで使用し 
ないでください。 

0 


ヤケ ド、 ケガの原国となリます。 


製造元が推奨する付属機器以 
外は決して使用しないでくだ 
ざい。 

0 


感苗、火災、破捩の原因となリます。 
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本製品を本来の使用目的以外 
には、使用しないでください。 


0 


万一、異常が発生した場合は、 
直ちに電源を切リ、電源プラ 
グをコンセントから抜いてく 
だざい。 



火災，故障の原因となります， 


△注意 

驟齡設置しなぃで< 


水や火気の近くで使用しない 
でください。また壁や家具の 
近くで使用しないでくだざい。 


水タンクにはお湯や熱湯を入 
れないでくだざい。 

0 


0 


0 

ヤケド、破損の原因となリます。 


故障 •破損の原因となリます。また 
壁 や家員を 傷め、 変色変招の原因と 
なリます心 


製品が正常に稼働しない恐れがあり 
ます。 


お手入れの前には、コンセン 
卜から電源プラグを外してく 
ださい。パーツの取リ付け、 
取り外しクリーニングは製 
品が冷めてがら行ってくださ 
い 〇 


洗剤をご利用の場合は台所用 
洗剤を使用してください。ク 
レンザーなどの研磨剤の入つ 
た^^」は避けてください。水 
に遌した柔らかな布でふいて 
ください P 


マシン内部に付着した石灰質 
f スケール：）の除去のために、 
除石灰剤を用いた除石灰作業 
を定期的に行ってください。 



作業をおこたると故障の原因になり 

ヤヶドの原因となります。 破損の原因となリます。 ます。 


麟編手入れをして 


❶ 


お手入れをおごたると故障の原因にな 
リます。 


高温ガス、電気コンロの上や 
近く t 熱したオーブンなどの 
近くへ置かないでください。 

0 


電源コードをテーブルやカウ 
ンターの縁から垂らさないで 
ください D 

Q 


ケ札破損の原因にな'リます。 


本製品に衝擊を与えないでく 
ださい。 


Q 


故陸の原因となリます。 


屋外では使用しないでくださ 

し、。 


0 


万一、火災の場合は炭酸カス 
消火器をお使いください。 


0 


水や粉末消火器は使用しないでくだ 
さい。 
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操作及びメンテナンス作業に適し 


本製品の設置場所 
た設置場所 

本製品を安全にお使いにいただくために： 

-本製品が倒れたり、落下などの危険がない安全で平らな場所に匿いてくだ 
さい。 

-十分に明る<、清潔で、すぐにコンセントに手が届く場所に11いてくださ 
い。 

-本製品の両サイドにはイラストに示されているようなスペースを空けてくだ 
さい。 

-本製品の電源スイッチを入/切する場合、空のカップを抽出ノズルの下に匿 
いてください。 

本製品を〇て以下の環境で保管、または使用しないでください。内部の水が凍 
結し、扣傷する可能性があります。屋外では使用しないでください。高温ガス、 
電気コンロの上や近くへは酉かないでください。 



□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
























レ 


パナレロ（オプション特定の 
モデルのみ） 


コーヒー豆容器フタ 



水タンク 


ブルーイングユニット 


スモ'ールコーヒー抽出ボタン 














































































設置 

お％様と纠叫の//々の安令のた 
めに、「安个|:のご?1:总」に從って 
ください。 

梱包 

オリジナルの梱包資材は輸送中 
の破扪事故から保護するために製 
作しています。弊社は後に修理な 
どで輸送する場合を考えて、梱包 
資材を保管しておくことをお勧め 
します。 


ご使川の前に 

• 豆容器.のフタとドリップトレイと 
目皿を梱包資材から取り出して 
くだざい。 

-製品本体を箱から取り出し「安全 
上のご注意」に従って、適切な場 
所 t こ設置してください。 

* 本製品へドリップトレイと_皿 
をセットしてください。トレイが 
動かなくなる位置までしっかり 
と奥まで挿入してください。 

* コーヒー豆容器のフタをセットし 
てください。 

，製品を電源プラグに差し込む前 
に「ご使用の前に」に記載され 
た項園を全て完了させてくださ 

い。 


〇 重故な fliE : コントロール 
/ s ネルの？^ぶボによって示 
される警告は「コントロールパネル 
h のランプ表示」を参照して確認し 
てください。 

A 本製品©電源が人っている 
坳〇は、ドリップトレイを絶 
対に収り外さないでください。製福 
がすすぎ/ A 则クリーニングを尖 M 
するため、電妝を人れた後や叻っ 
た後も2分問ほどお待ちください。 
(“すすぎ/ N _クリーニング，を# 
照のこと）。 



ご使用の前に 

• 水タンクを手前に引き出してく 
ださい。 

• 水タンクを水ですすぎ、 MAX の 
線まで新鮮な飲料水を入れて 
セットしてください。 

A 水タンクには新鮮で 、 im 
性ではない飲料水を使用 
してください。お鉍、またはその他 
の液体を水タンクには決して人れ 
ないでください。 

また必ず水を人れてから製品の 
ti 源を人れてください。製二の® 
源を人れるときには、水タンクに 
水が卜分補充されていることを確 
認してから行ってください。 

* コーヒ ー s 容器からフタを取り 
外します。 


〇 注意：本製晶を使用する 
1琳によって、コーヒー豆が 
腓の安个機能として指人れ防 ih 
板がある榀きがあります。 

• コーヒー豆 容器に コーヒー豆を 
ゆっくり t 入れてくだざい。 

A コーヒー H 軻⑽には コーヒ 
一豆のみを人れてください。 
粉ぶコーヒー やインスタント コー 
ヒーなど、それ以外のものは製/二 
を扪拟させる恐れがあります。 

* コーヒー豆容器フタをコーヒー 
a 容器にセットしてください 0 


• 電源プラグを製品 tf 面のソケッ 
卜に差し込んでください。 


• 電源プラグのもう一方を壁面 
コンセントに差し込んでくださ 
い。 

























































• スチーム/コーヒー/お湯切替 
スイッチが •//_ (豆）の位置に 
なっていることを確認してくだ 
さい。 

• 製品の電源を人れてぐださい 
警告 ランプが素早く点灯し 
ている場合は、水経路の準備「 
空気抜き」をしてください c _ 

〇 注意:製品を初めて使用さ 
れる場 fr 、 長期間使用しな 
かった坳合は、水耗路の，■「空 
奴抜き」を h ってください Q 

空铽抜き 

* 空気拖きを行うために、スチー 
ム/給湯ノズル C あれば、/ S ナレ 
口）の下にカップを匿いてくだ 
さい。 


-スチーム/コーヒー/お湯切替 
スイッチを時計方向に回して、 
^ (お湯)位匼にセットして 
ください0空気抜きが始まり 
ます。 

水を規則正しく出し終わると、 
-| •警告 ランプがゆっくりと点滅 
し、排水が自動停止します。その 
後、ノブを時計と反対方向に回 
して、 V /'(豆)位置に戻すよう 
に設定してください。 

- 適温ランプがゆっくりと点 

減を始め、製品がウォーミング 
アップを始めます。 

mm ウォーミングアップが終/ 

MM すると、製■■■，■，内部の水 s 儒 

のすすぎ作：を彳 f い、少減の水が 

コーヒー 仙: 1 : 1 1 から出てきます。 

* 上記^動作が完全に終了した 
ら適温ランプが点灯しま 
す。これで使用準備が整いまし 
た。 

• コーヒー抽出 や給湯、スチーム 
使用を各項目に記載された手 
順に従って行ってください 〇 



すすぎ/自勘クリーニング 

すすぎ/自動クリーニング機能によ 
り、コーヒー経路が新^!な水です 
すがれます。 

□ □□□□□□□/□□□□□□ 

□ □□□□_□□ 

製品の作動開始時点で(ボイラ 
一は冷えています)。 

一は冷えています)。 

空気抜きの後に（ボイラーは冷 
えています)。 

ウオーミングアップ段階で(コー 
ヒーが抽出された場合 )0 
製品の電源が切られた後で(:コ 
ーヒーが抽出された場合) 0 


D 


注意:すすぎ/自動クリーニ 
ング中は、袖出口の F に容 
卽を置いてください。 


少 H の水がコーヒー抽出口から 
出て、内部の水経路を温めます。 
この間、ランプが反時計回りに点 
減します。 


サイクルが自動的に完了するまで 
待ってください。いずれかのコー 
ヒー抽出ポタンを押すことで中止 



















































よりお客様のお好みに応じたコ 
ーヒーのために、いくつかの調整 
を行うことができます。 

サエコ，刺幣システム 

コーヒー豆は天然の食材であり、 
その特徴は原産地、ブレンド方 
法、焙煎方法などによって変化し 
ます。サエコのエスプレッソコー 
ヒーマシンには、市販のあらゆる 
タイプのコーヒー豆の使用を可 
能にする_動調整システムの機 
能が付属されています。（キャラメ 
ルコーヒーを 除く)。 

* 使用されるコーヒー豆のタイプ 
に関わらず、十分なア n マを放 
つクリ—ミ—なエスプレッソを 
入れるために、挽かれたコーヒ 
一豆に最適な圧力を加え、コー 
ヒー抽出を最良にするための 
自動調整機能を備えています。 

-挽かれたコーヒー豆の圧縮度 
をマシンが調整することができ 
るようになるまで数杯のコーヒ 
一抽出をする;必要があり、最良 
の状態を学習します。 

* コーヒーの抽出を最良にする 
ために、グラインダー調節が必 
要な特別なブレンドにも対応 
できます。（-ゲラインダーの調 
節' 1 を参照してください)。 



グラインダーの調節 

告！グラインダー調節ビ 
ンはグラインダーが！ P ) j 作屮 
に, 制 即してください。 コーヒー^ 鞞 
駙には粉米 コーヒー 、もしくはイン 
スタン トコーヒーは 絶対に人れな 
いでぐださい。 


A コーヒー豆科腓には、コー 
ヒー豆以外 M も人れないで 
ください。グラインダーの屮には 
など、その他 M も尨し込んだりしな 
いでください。 

豆鞞邶の中でグラインダー调節以 
外の M ちかの槐作を fi う坳 fr は、 
まず■鲥を切り、必ず泔源プラグ 
をコンセントから拔いて f 〗つてくだ 
さい。グラインダーが作動している 
ときに、コーヒー m を hli 允しないで 
ください。 


使用するコーヒー豆に応じて挽き 
粗さの微調整が可能です 0 

この調節は豆容器の内刪にあるビ 
ンを回すことにより調節できます。 
調節は付属の挽き粗さ調節キーに 
よってのみ行ってください。 

ゲラインダーが動いている間に、 
一回につき一11盛のみ調節キー 
を押し回して、2〜3杯のコーヒ 
一を抽出してください。味の違い 
□ □□□□□□□□ □ 


コーヒー豆容器内のピンの位匮は 
グラインド設定(豆の挽き粗さ）を 
示しています。5種類のグラインド 
設定をすることができます。 

1. 一粗挽き 

2 . -編挽き 






























コーヒー柚出量の設定 

コーヒーの 抽出量はお好みで、ま 
た使用するカップサイズによって 
設定することが可能です 0 


•、承” あるいは ™ のコー 
ヒー抽出ポタンを押し、製品は予 
め設定された s のコーヒーを抽 
出します。抽出量は各コーヒーボ 
タンにお好みで設定することも可 
能です。 

例)スモールコ 1 ~ヒ 1 ~抽出ボタン“ 
¥ - に抽出量を設定します。 

• コーヒー抽出口の下にカップを 
置きます。 

• - スモールコーヒー抽出 

ボタンを押し.綾けます。“ 
コーヒー抽出屋設定ランプが 
点滅します。 

• お好みのコーヒー黾が抽出さ 
れたら、 " W 3 " スモールコーヒ 
一抽出ボタンから手を離してく 
ださい。 

スモ 1 ー ルコ ーヒー抽出 ボタン“ 
承 -へのプログラミングが完了 
しました。次回以降、ボタンを押 
すたびに製品は今設定した量の 
コーヒーを 抽出します。 

節屯機能 

本製品はエネルギーの削減を考 
處して開発しています 0 
最後の抽出から6 0分間使用し 
なかった場合、製品は自動的に電 
源が切れます。 

〇 注意:コーヒーを抽出した 
後、的に電拟が切れ 
るときは、すすぎ/ n 勘クリーニン 
グを行います。 

製品の電源を再び人れるために 
は、電源.ボタンを押してください。 
製品内部のボイラーの温度が下 
がっているときのみ、内部の水経 
路のすすぎ/自動クリーニングが 
行われます。 


10 , 


せ 



コーヒーの抽出 

〇 コーヒーを袖する_に、 
適温ランプが常に点灯 k 
ているか確認してください。1 
水タンクとコーヒー豆容器が十 
分補充されていることも確認して 
ください 0 


〇 スチーム/コーヒー/お涊 

切替スイッチを d の 

位置にしてください。 


* コーヒー抽出口の下に1つ、ま 
たは2つのカップを II いてくだ 
さい。 

* -エスプレッソコーヒーには、 
il »-' スモールコーヒー抽出 
ポタンを、アメリカンダイプの 
コーヒーには， 1 '^ 1- ラージ 
コーヒー抽出ボタンを押して 
ください。 

* コーヒー抽出が始まります 0 
1杯のコーヒーを抽出するに 
は、コーヒーボタンを1回押し 
てください〇 2杯のコーヒーを 
抽出するには、コーヒーボタン 
を2回 M けて押してください。 


〇 袖|1磡作の巾で製晶は自 
则的にコーヒー豆を挽き、 
，没定されたコーヒーの抽 11 \mm 
川します。2杯のコーヒーを袖川す 
るためには、この勁作を2卜 r ずつ 
行うことが必姐です。製二は-迚 
の勘作を2回繰り返すことによっ 
て 2 杯分のコーヒーを删 I ■■ します。 
この 2 杯連続コーヒー袖出中は、 
“ぎコーヒー袖出ランプが点 
滅します。 

• プレブルーイング(蒸らし)の後 
で、コーヒーは抽出口から出て 
きます。 

コーヒーの 抽出を途中で止め 
たい場合は最初に押したコー 
ヒーボタンを再度押してくださ 
い。 












































































繪湯 

杏：はじめに少鬣のお拗 
が _ a 出します。火抝の恐れ 
がありますので、乎ゃ颜を} ii づけ 
ないでください。:スチーム•給浞ノ 
ズルは,沿 u になります。決して桌 
T 1 では触らないでください 


• お湯を出す前 fc 、 適温ランプ 
が点灯していることを確認 
してくだざい。 


製品の準備ができていることが 
確認できたら、次の手順を実施し 
てくだざい 0 

• スチーム/^湯ノズルの下に力 
ップもしくは容器を11いてぐだ 
さい。 


* スチーム/コーヒー/お湯切替 
スイッチを時計回りに回して、 
お湯の位匿にしてくだ 

さい。 




-お好みの虽までお湯を出しま 
す。お湯を止めるためには、ス 
チーム/コーヒー/お湯切替 
スイッチを反時計回りに V /_ 
豆の位固まで回してください。 


せ 

□ □□□□□ 


〇 スチーム/コーヒー/お拟 
切替スイッチを回した 
後も、お湖が: I :ず、 _ n “ 適温ラン 
プがゆっくりと点 M することがあり 
ます。その坳 fr はお沿を _ T ■すこと 
ができません。 

そのまましばらくおはちください。 
内部の 侃度が 切り 忾わると” 1 - 
適温ランプが点滅を止め、準傾完 
r となります。 



□ □□□□□/□□ 

□ □□□□.口. 

スチームは飲み物を温めるだけ 
でなく、カプチーノのミルクフオー 
ムを作るためにも使用できます。 

A はじめに少量のお湯が噴出 

します。絞いてスチームが 
/I ■■てきます。ヤケドの恐れがありま 
すので、丁:や如を Jli づけないでくだ 
さい。スチーム* *給勋ノズルは ,■: wu 
になります。決して尜了:では触らな 
いでください。 

* スチーム/.給湯ノズル（パナレ 
U ) の下に容器を匿いてぐださ 
い。 


• コーヒー 抽出準備ができている 
状態で、スチーム/コーヒー/お 
m 切替スイッチを反時計回り 
に回し、 嘗 スチーム位 [ S にし 
てください。スチーム/給湯ノズ 
ル c パナレロ）より内部に残って 
いた水が排出されます。 

• f 適温ランプが点滅し、スチー 
£準備状態となります。 


• 適温ランプが点灯に変わる 
と、お湯が混ざったスチーム啧 
射が始まります。そして、スチー 
ムのみが噴射されます。 


* スチームの啧射を止めるには、 
スチーム/コーヒー/お湯切替 
スイッチを時計方向に回し 、 w 
- 豆の位置まで戻してください 〇 


〇 觀な注意:ミルクを泡立て 
たら、スチーム/給擬ノズル ( 
/ミナレロ)をすぐにクリーニングして 
ください。製品に電海が入っている 
榀介は少 m のお温をカップに川し 
て、スチーム/給拋ノズルを h 郃か 
らクリーニングしてください。お财 
を ;I ■■すことによって、内部に残った 
ミルクが冼い流されます。 




















































0 3 ルクフオームのより A い汹 
立ちのために、冷たいミルク 
の仙川をお勧めします。 

* カプチーノをつくる場合は使用 
するカップの1/3程度まで冷た 
いミルクを入れてください。 

• スチーム/給湯ノズル(パナレロ） 
をミルクに浸し、スチ'—ム/コーヒ 
一/お湯切替スイッチを反時 
計方向に回し、’•赵"スチーム位 
匿にしてください 0 カップを静か 
に回しつつ上下させながらミル 
クを泡立てると、より一層クリー 
ミーな泡ができます。 

* スチームを使用した後は、スチ 
ーム/コーヒー/お湯切替スイ 
ッチを時計方向に回し、豆 
の位置に戻してスチームを止め 
てください0 

* 同じ手順でその他の飲み物も温 
められます。 

〇 〇!越な?1:忠ミルクを汹釵て 
たら、スチーム/給] U ノズル （ 
パナレロ）をすぐにクリーニングして 
ください。製品に Vti 源が人っている 
榀 ft は少 M のお沏をカップに川し 
て、スチー1、/給财ノズルを内部か 
らクリーニングしてください。お财 
を出すことによって、内部に残った 
ミルクが洗い流されます。 

スチーム•給湯ノズル(パナレロ)を 
使用した後は「クリーニングとメン 
テナンス」の項圓の記菽通り、きち 
んと洗ってください。 


O x チームを他川した後に 
コーヒーを袖川するには: 

-スチーム/コーヒー切替え■を参; 
照し、お湯を少虽出してコーヒー 
抽出温度にしてください。 

お湯を :I ■■すには=龙湯機能”の項 
丨目の手順を参照してください。. 

〇 スチームを使川した後、ス 
チーム/コーヒー/お湖明 
付スイッチを U の仰 R のままにする 
と、節電のためにコーヒー則 IU こ必 
似な温度に I ■的に M ります。 



スチーム/コーヒ ー 
え機能 

•スチームを出した後、 
• W 3 - あるいは-%^” の コー 
ヒー 抽出ボタンを押した場合、 
I 適温ランプが素早く点滅し 
ます。そのときは製品内部が過 
熱状態にあり、 コーヒーを 抽出 
することができません。 

* コーヒーを 抽出できる状態に す 
るためには 、少量の水を排出し 
てください。 

スチーム/.給湯ノズル（パナレ 
口）の下に容器を置き、スチー 
ム/コーヒー/お湯切替スイ 
ッチを時計回りに回し、“癌;'位 
匮にセットしてください。適温ラ 
ンプ”1”が点灯するまでお湯 
を出してください。 

お湯出しを止めるために再び 
V /”豆の位通まで戻してくだ_ 
さい 0 


* コ 1 ~ヒ 1 ~を抽出するには、' 1 コ'~ 
ヒー抽出-の項目の手順を参照 
してください。 


ング とメン 


一般的なクリーニング 

• 本製品の電源が入っている状 
態で コーヒー カス容器を空に 
し、水洗いして製品へセットし 
てくだざい。 

• メンテナンスやクリーニングの 
前には必ず電源を切り、製品 
が十分冷めたことをご確認くだ 
さい。 

• 製品を水に浸さないでくださ 
い。 

-部品などは食器洗い機を使用し 
て洗浄しないでください。 

-尖ったものや研磨剤、きつい化 
学薬品などを使用しなし、でくだ 
さい。 

* 柔らかい布を水で濡らし、固く 
絞ったものをご使用ください。 

• 電子レンジやオーブンなどを 
使って、製品や部品を乾かさな 
いでぐださい。 




























































wm ミルクのスチーミングを行 
UM ったときは、お iU をスチ- 
ム/給温ノズル（パナレロ)から排 
出し、ミルクがノズル内に残らな 
いようにしてください。 

• ミルクのスチーミンゲを行った 
ときは必ずスチーム，給湯ノズ 
ルの先のパナレロを取り外し、 
水洗いをしてください。 

* ゴムグリップは毎週、以下の手 
順に従ってクリーニングをしてく 
ださい。 スチーム_ 

給湯ノズルの先のパナレロを外 
します。旧々のクリーニング） 

• スチーム，給湯ノズルの上の 
ゴムゲリップをノズル本体か 
ら取り外します。 

• ゴムグリップを水洗いしてくだ 
さい。 

• 濡らした布でスチーム，給湯 
ノズル本体を拭き、ミルクを 
拭き取ってください。 
•水洗いをしたゴムゲリップを 
元の通りに取りつけてくださ 
い。 

•最後にパナレロを取りつけて 
ください。 

* 毎日、水タンクの水を空にして 
水洗いしてください。 

•zR タンクの中にあるづヽさな白 
いフィルターを取り除き、流 
水で洗ってください。 

• 白いフィルターを元の場所へ 
ゆっくり押し込んでください.::. 
•水タンクをきれいな飲料水で 
満たしてください。 

• ドリップトレイは毎日排水を捨 
て、水洗いしてください。または 
ドリップトレイ目皿の浮きが上 
がった場合も同じようにクリー 
ニンゲしてください。 



ブルーイングユニット 

* ブルー イング ユニットは、 毎日 
流水で水洗いしてぐださい。 

* 電源ボタンを押して 製品 

の電源を切り、電源プラグをコ 
ンセントから抜いてください。 

* カス容器を手前より抜き出し 
て、サイドドアを開きます。 

• «PUSH» ポタンを押してブルー 
イングユニットを取り外します 0 
ブルー イングユニットは洗剤を 
使わず、7れ、もしくはぬるま湯で 
洗浄してぐだざい。 

• 上部のフィルターも洗ってくだ 
さい。 

• ブルー イング ユニットの 全ての 
部分を水洗いし、乾燥させてく 
だざぃ。 

• サイドドアの内部を尚く絞った 
布でよく拭き、コーヒー粉など 
を拭き取ってください。 

* 二つの三角形の頂点があって 
いることを確認してください0 

• ブルー イング ユニットのレバー 
が底面にあることを確認してく 
ださい。またブルーイング ユニ 
ットが正しい位匼にあることを 
確認するために「 push」 ボタン 
を押してください。 


wm コーヒーを約500杯 _:ii 
■■■するごとに1_咖されている 
m n のグリースをブルーイングユ 
ニ ットに碩ルしてください。プルー 
イングユニット 川 グリースは陴社 
より購人できます。 

• 同梱されたグリースをブルーイ 
ング ユニットの ガイドレールへ 
さしてください0 

* 両サイドのガイドレールへ、ゲ 
リースを均一に塗布してくださ 


* ブルー イング ユニットの 「 push 」 
ボタンを押さずに、元の場所へ 
スライドざせるようにカチンと 
音が鳴るまで押し人れてくださ 


• コーヒー カス容器をセットして、 
サイド F アを閉めてください。 









































































除石灰 _ 

製品を長期間ご使用いただくと、 
水に含まれている石灰成分が内 
部部品のボイラーに付着します。 
それを取り除くために大体2〜3ヶ 
月に一度か、コーヒー抽出の線が 
編くなったと思われたら行ってく 
ださい。 

〇 除 f i 灰には竹社の サエコ デ 
カルリキッドをご使 flj してく 
ださい。これはマシンの HiiE と機 fiE 
を長期問促ち練けるために特別に 
叫 5 g された I 制 i 灰消液です。 iH しく 
ご使用いただくことで、袖出された 
欧料の味や風味が扪なわれること 
を防小します。 

に酢を使用しないでくださ 
い。故の拟㈨となります。 

除石灰を行う前に「クリーニングと 
メンテナンス」の項目の中に記菽 
があるようにスチーム，給湯ノズル 
からパナレロ，ゴムグリップを外し 
てください。 

* 電源ボタンを押してマシンの電 
源を入れてください0マシンがウ 
オーミングアップ及び、すすぎ/ 
クリーニングが終/するま 
でお U ちください。 

• デカルリキッドを空の水タンクに 
入れ、水を入れてください。 

• スチーム/給湯ノズルの下に力 
ップ、もしくは容器を匮いてくだ 
さい。 

* スチーム/コーヒー/お湯切替 
スイッチをお湯■各-の位匿ま 
で回し、一定の間暦をあけて水 
を出します。カップー杯程度の 
水が出たら、スチーム/コーヒー/ 
お湯切替スイッチを反時計回 
りに回し、豆 _•// •の位匮まで戻 
してください。 

-より効果を高めるために、製品 
の電源ボタンを押して 電源 

を切り、除石灰剤の入った容器 
を空にしてください。約10〜15 
分の間を匼いて、前述の項目を 
繰り返してください 0 

• 上記の作業を水タンクが空にな 
るまで繰り返してください。 


I 


14 * 



• 水タンクが空になったら水洗い 
をして、飲料水を入れてくださ 

い。 

• 電源ボタンを押して電源を人れ 
てください。 

• スチーム/コーヒー/お湯切替 
スイッチを時計方向に回し-各, 
11 位置にし、水タンクを空に17? 
ください。終わったらスチーム/ 
コーヒー/お湯切替スイッチ 
を反時計方向に回して-位 
區まで戻してください。 

除石灰が完全に終了したら「クリ 
一ニンゲとメンテナンス」の項 M 
の記敕の通りに、スチーム•給湯 
ノズルへゴムゲリップとパナレロ 
を装着してください。 

〇 サエコ デカルリキッドの 
溶液は、製造者の指示及 
び、ご使用になる国の甩則に則っ 
て処分してください。 

製品の廃 m 

-梱包資材はリサイクルすること 
ができます。 

-製品本体から電源コードを抜い 
て、電源を切ってください。 

-製品と電源コー F は各市町村 
の規則に従って廃宽してくださ 


この製品は EU 指令2002 /96/ec 
に適合しています 
製品や包装箱についているシン 
ボルは、この製品が家庭用廃贲物 
として処理できないかもしれない 
ことを示しています。代わりに電 
気、電子危惧のリサイクルのため 
の適切なゴミ集積場へ引き渡す 
ことになります。この製品を正しく 
廃棄することは、日適切な廃東処 
理によってもたらされる環境と人 
の健康に対する悪影響を防止し 
ます。この製品に対するさらに詳 
しいリサイクル情報については、 
地域の市役所、ゴミ処理業者、あ 
るいは製品を購入した店舗へお 
問合せください。 
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コントロールパネルライト 


n ランプの信号 

原因 

解決方法 

^ 常に点灯 

本製品が適温に達 U 以下の操作が可能 
な M です。 

-コーヒー抽出 
-お湯だし 
-スチーム喰出 


ゆっくり点滅 

適性温度待ちの状態です。 


甲-く点滅 

マシンが過熱状'態にあります^ーヒーは 
抽出できません。 

適温ランプ 1 'が点灯の状態 fc なるまで、ス^^ 
ムた J ー ヒー/お_切替スイッチを時計方向 fc 回 
じ 各" 位置で、スチーム/給湯ノズルより水を容器 
に しま首 

f ] f ゆっくりと点滅 

コーヒーの抽出量を設定中¢1¢出コーヒ 
一童の調整を参照のこと)。 


/7 

SJ 常に点灯 

2 杯 M コーヒーを抽出中。 


n 

MJ 常に点灯 

水タンクの水位が低 t 、です。 

水タンクに新鮮な飲料水を補充してください。 

〇! 

コーヒー豆容器の豆が空です。 

コーヒー豆容器 fc コーヒー豆を補充して、抽出作業 
を再闘してください。 

常に点灯 

カス容器 fc コーヒーカスが一杯です 

本製品の m 源が入ってし、るとき〖ご、カス額を引き抜 
きカスを捨てて下さい。製品の*スのカウンターがリ 
セットされます。カス容器の容虽は S 杯です。8杯の 
コーヒーを抽出した G ランプは点灯します。またコー 
ヒー*スをランプが点灯していない状態で捨てると、 
カスの*ウンターはリセットされません。製品の電源 
が入っていない時も同様にリセットされません。 

U * 素节く点滅 

製品内部の水経路が空です。 

水タンクに水を補充し空気抜き_をしてください。 

0 1 ゆっくりと点滅 

プルーイングユニットがきちんと挿入 
されていない。コーヒーカス容器が揷 
入されていない。サイドドアが開いてい 
る。切替スイッチが適切な位置になっ 
ていない。 

ブルーイングユニット、コーヒーカス容器が正しく 
挿入され、サイドドアが閉じられているか確認して 
ください。 

*0 0! 

_ と反対回り t こ点滅 
调 こ) 

製品がすすぎ/自動クリーニングを実 
施 中。 

すすぎ/自動クリーニングは自動的〖ご終了します。 

また、いずれかのコーヒー抽出ポタンを押すこと 
で中断できます。 

A 交互に点滅 

D ! 

プルーイングユニットエラー。 

もう一度、コーヒー抽出を試してください。 

0^ 

*0 0! 

に点滅 

マシンエラー。 

製品の m 源を一度切り、3〇秒程度した6再度入れな 
おしてください。これを二、三回試してみてください。 
それでも製品が作動しない場合は弊社サービスセ 
ンターへご連絡ください。 



















* □□ □ 


トラブルシューティング 



マシンの 勁き 

原 ㈨ 

mim 

電源が人らない。 

製相の茧源プラゲがコンセントにきちんと 
差し込まれていない。 

苗源プラグをコンセント f 違し达んでください。 

コーヒーがぬるい。 

カップが冷えている。 

お温を使って、あらかじめ*ップを a めてください。 

お湯または X チームが出ない。 

X チーム/^湯ノズル(パナレロ）が詰まっ 
ている。 

m 构枝など先の尖ったものでス^^ム.給溻ノズル 
の x チーム/お濃がでる穴を w 除してください D 
屯籼が切れて、 E! 品が十分冷えていることを確認し 
て作策をしてくださ h 


パナレロが汚れている。 

パナレロをきれいにクリーニンゲしてください。 

コーヒ ー のクレマ(泡)が少ない 

ahmmu) 

コーヒーのブレンドを調整する必要が S 
る。コーヒーが新鮮でほない。また挽き粗 
さが粗すぎる。 

コーヒーブレンドを変更するかごゲライン:^の調 
咿を参睹 U 挽き粗さを調節して < ださい 

ウォーミンゲァップ〖ご時間がかかりす 
ぎる。もしぐ i 給堤使用時にお湯の線 
か細い。 

石灰成分で裂 M 内部の水の経路が詰まフ 
ている。 

除石灰を行って C 绝 さい。 

ブルー インヴユ ニッ トを取り外すこと 
ができない。 

ブルーインゲ■ユニットの位置が違う。 

苗源を人れなおしてサイドドアを閉めてください。 
ブルーイングユニットは自勤的に適切な位匿に戻 
ります。 


コーヒー* x 容IIがセットされたままで 
S る。 

ブルーインゲユニットをセットする前に、コ 1 ーヒーカ 
又容器を外じ T くださ 

コーヒー豆は挽くが、コーヒーか抽出 
されない 

プルーインヴユニットが汚れている。 

ブルーイングユニットをクリーニングしてください f 
ブルーイングユニッドを。 

©意を参!！} 

糾 iri 内部の水経路に水がない D 

水タンクに水を補充し‘空気抜き"をしてくださ VV 


本裂 fi がコーヒー豆 a を i 動的に調整し 
ている際(选きる稀な車態。 

u サエコ調整システム w を麵し、 2- 3 杯のコーヒー 
を抽出してください。 


コーヒー抽出口が汚れている。 

コーヒー抽出口を洗ってください。 

コーヒーが薄い 

mmmm 

本裂*がコーヒー豆 a を自動的に調整し 
ている際に起きる稀な事態。 

“サエコ調整システム”を参照 U 2- 3 杯の: 3 —ヒー 
を抽出してください。 

□ □□□□□□□□□ 

(ihmmat) 

コーヒーの挽き粒さが細かすぎる。 

ザラインダーの調整”を#考に U 挽き ffl さを调 
整するか、コーヒーブレンドを変更してください。 


製品内部の水経路に水が入っていない D 

空気抜きをして下さい。 


ブルーイングユニットが汚れている。 

プルーインヴユニットをクリーニンヴしてください 
(ブルーインゲユニット"を参照)。 


注:製 ■!/ ■を w めて使川した〇、コーヒー豆を念山した後では、これらのは w 常ではない mrt があります。 

その場ぎサエコ调惯システム U 0 还したように挪 I ■■が rifMi 消を n なっています。 n 亂调愤が終わるまで2〜3朴のコーヒー 
を袖 m してくたさい。 

もし U の解決策を ff っても問題が解決しない取合は、!!^ UH 流 M センター { TEL : 050-5525-7025) までご迚絡くださし、 






















□ 

□ □□□□□□□□■□□□□□□ 


□ □ □ 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□ 

□□□□□□□□□□□□ 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□間 

□□□□□□□□□□□□□□□□ 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

• 15Q □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□ 

□ □□□□ 

□ □□□□□□□_ 

□ □□□□□□□□ □□：□□□□□□ 

TEL[E 

□ □ MM PM 

□ WM PM □□□□□ 


技術灶様 


□ □ 

10 O V 50/60 HZ 

□ □ □ □ 

□□□□W 

本体材料 

.熱可塑性プラスチック 

サイズ(幅 X 高さ X 奥行き） 

295 x 325 x 420 ( mm ) 

重星 

6.9 kg 

電源コード長さ 

□□□□□口 

コントロールパネル. 

正面 

水タンク 

1.0 リットル(取り外し可能） 

豆容器容虽 

□□□□/□□ □□ □ 

コーヒーカス容器容虽 

8杯 

ポンプ圧力 

15気圧(抽出時は9気圧） 

ボイラー r 

ステンレススチール 


安全装居 


□ □□□□□■□□□□□□□□□ 
















* □□ □ 























* □□ □ 
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